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県南西部の限られた地域に見られ分布の東限になると思
われる。

一部の生育地では林下の光条件の悪化が懸念される。

登山道等の整備の際には配慮が必要である。シカ等の食
害対策について検討を要する。

ヤマイヌワラビとの雑種のタナカイヌワラビも見られる。
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シマイヌワラビ

（環境省：絶滅危惧ⅠA類） イワデンダ科

全国的に見ても産地が少なく、岐阜県でもごく狭い地域に
生育しているだけである。

写真（荻山恒弘）

夏緑性のシダ植物。葉は被針形で下部1-2対の羽片は下
向きにつく。中部羽片の最下1対の小羽片は著しく内先に
出る。胞子嚢群は裂片の中肋近くに着く。

標高のやや高い山地の沢筋の林下に生育する。

絶滅危惧Ⅰ類


